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港北ニュータウンにおける住民主体の地域形成
- ジェンダーの視点から-

影 山 穂 波

1. はじめに

本論文の目的は,ニュータウンという計画空間

において住民,とくに女性を主体とした地域形成

がいかに展開されているのかを明らかにすること

である｡そして地域が形成される過程とは,フィ

ジカルな整備が進むとともに,人と人との交流が

深まり,地域ネットワークが拡大する過程をいう｡

女性の生活空間は,男性以上に居住空間に収赦

される傾向にある｡生活空間とは,ここでは人間

が日常生活を営む上で形成される,構造ある空間

を指す｡また居住空間とは,住居を基盤として,

人が行為を展開させている,構造ある空間を示す｡

すなわち,居住空間における女性の生活行動が,

女性の生活空間に制約を与えていることが仮定さ

れる｡そのために,居住空間を分析 ･評価するに

は,ジェンダーの視点を取 り入れた研究が重要と

なると考えた｡そこでジェンダーの問題に留意し

て,個人の生活,なかでも女性の生活と居住空間

の関係に注目した｡また数量的な調査の中では現

れにくい質の問題を問うために,主体に注 目して

研究を進めた｡

研究対象地域は東京都心から南西約251皿,横浜

市中心部から北北西約12kmの横浜市緑区 ･港北区

にまたがる港北ニュータウンである (第 1図)0

ニュータウンのような計画空間では,その開発

に関わる主体としては,①事業主体,②国や自治

体,住民が挙げられる｡そして住民には,③もと

もと開発地域に居住しており,計画に関わること

となる旧住民,すなわち地権者と,④区画整理後

に新たに入居してくる住民という2つのタイプに

分けることができる｡つまり計画空間の主体とし

ては,以上の4者に注 目する必要がある｡

本研究では,とくに住民の視点に立って,地域

形成に関わる開発問題を探ることとした｡地権者

に関しては,開発計画が生 じた背景,計画段階,

開発着手段階,新住民の入居以降と,開発過程を

追い,それとともに,地権者の多様な意見とその

動向を検討した｡新住民に関しては,地域活動を

住民の意思の反映ととらえ,地域活動の展開を中

心に調査を進めた｡

ニュータウンを研究地域に選定した理由は,大

きく3つある｡まず,ニュータウンを研究するこ

とで,計画空間の開発過程で,もともとこの地域

に居住していた住民の意思がどの程度反映されて

いるかを検討できる｡また,新たにこの地に入居

してくる人々が生活しやすいような,居住環境へ

の配慮が,計画段階でなされているかどうかを調

査できる｡最後に,計画空間が住民にとって,坐

活する場所として認識され,愛着を持つようにな

ろ過程,すなわち,主体にとっての場所のアイデ

ンティティーが深まる過程を追究することができ

るためである｡

2. 地理学におけるジェンダー研究り

地理学においてジェンダーの問題に注目した研

究は1970年代に登場した｡そして地理学における

ジェンダー研究は,女性運動やフェミニズムの影

響を受けながらフェミニズム地理学として発展し

てきている｡

Bowlbyら (1989)は,フェミニズム地理学の発

展には1970年代後期と1980年代末の2回,転換期

があったと指摘する｡フェミニズム地理学の最初

の仕事は,女性に焦点を当て,女性の地理学を発

展させることであった｡ジェンダーの問題が,也

理学では考慮されておらず,男性の立場から研究

が進められていることを主張し,実証研究を中心

にフェミニズム地理学の研究を進めた｡ジェン

ダーに注目した研究の登場の背景としては,1960

年代のラディカルな女性解放運動があった｡1980

年代前半には,フェミニズム地理学は,理論的に

マルクス主義フェミニズムと社会主義フェミニズ

ムの影響を受けた｡そして,ジェンダーの不平等

を主張するとともに,資本主義と家父長制の関係

を探究することが研究の課題となっている｡ また

この時期には,ジェンダーの視点の重要性を説い
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第 1図 港北ニュータウン位置図

た論文が多 く登場 した｡1980年代後期にはいる

と,男性 と女性 という性の枠組みだけでは十分に

論 じることのできない,アイデンティティーや階

級の問題,民族の問題な どが探究 されるように

なった｡地理学の多様な研究を,それぞれジェン

ダーの視点からながめると,表象の問題,空間構

造の問題など新たな問題が明らかとなっている｡

またフェミニズム地理学の中でも多様に展開され

るようになった研究成果をもとに,理論構築も目

指されている｡

しかし日本の地理学の中ではまだフェミニズム

地理学の実証研究は少ない｡時間地理学の実証研

究 として女性を研究対象とした研究や,製造工業

を中心として,安価で大量に活用できる女性労働

力に着 目した研究は見られるが,フェミニズム地

理学の立場を踏まえた研究としては,いくつかの

展望論文が発表されている段階である｡
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3.港北ニュータウンの概要

港北ニュータウン開発は,1965年に飛鳥田市政

のもとで発表された横浜市の ｢六大事業2)｣の一

つである｡計画人 口は30万人 ,計画面積 は約

2,530haで,公団施行地区1,317ha,既開発地区67

ha,農業専用地区230ha,その他の周辺地区916ha

からなる｡(第 2図)｡

ニュータウン区域の土地区画整理事業の施行者

は住宅 ･都市整備公団で,施行年度は1974年度か
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ら2005年度である｡公団施行地区の造成工事は

1995年度完了予定である｡計画当初,1980年度完

了の予定であったが,工事の遅れにより,数回完

了年度が延期されている｡開発の遅れの要因は何

点か挙げられるが,横浜市が区画整理 より先に,

計画区域の近 くを流れる河川の改修に着手 したこ

と,開発計画に関する国の許可が下 りるまでに時

間がかかったこと,その期間に地権者が増加 した

こと,さらに石油ショックなどがあげられる｡

港北ニュータウンの基本理念としては ｢乱開発

a.公団施行区域

b.農業専用地区

C . 既開発地区

d.その他の周辺地区

①みずきが丘団地 (公団)一荏田

②けやきが丘団地 (公団)一荏田

③メゾン桜が丘 (公団)

④メゾンふ じのき台 (公団)

⑤サントゥ-ル中川 (公団)

⑥シンフォニックヒルズふれあいの丘 (公団)

⑦ しいの木台-イツ (市公社)-荏田

⑧かしの木台-イツ (県公社)-荏田
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の防止｣,｢都市農業の確立上 ｢市民参加のまちづ

くり｣が掲げられた｡これらの理念はこの開発の

特徴を示しているが,なかでも ｢市民参加のまち

づ くり｣は,開発を進める上で基本的な市の姿勢

を提示している｡

日本のニュータウン開発は,大阪の千里ニュ

タウンを中心に,1960年代から活発に進められた｡

当時の住宅不足に対して,短期間に大量の住宅を

供給 し得た点で,その評価は高い｡しかし,開発

は全面買収で行われ,かなり強引に買収が進めら

れたことも事実であった｡もともと計画区域に居

住していた人に対して,その中心的な職業であっ

た農業に代わる職業相談 ･斡旋を初めとした生活

対策は十分に検討されておらず,また開発区域周

辺の環境-の配慮もなされていなかった｡

しかし,｢市民参加のまちづ くり｣を基本理念

とした港北ニュータウン開発では,住民の意向が

重視されることとなる｡具体的には,事業主体で

ある住宅 ･都市整備公団,自治体 としての横浜

市,地域住民である地権者の 3者からなる港北

ニュータウン開発対策協議会が1967年,魁織され

たことがあげられる.これは,港北ニュータウン

の開発では,開発の中心が区画整理事業で,計画

区域の買収は4割にすぎなかったため,開発計画

の中で住民の協力が必要となり,市の意向で形成

されたものである｡しかし必要に迫られて表面的

に形成された対策協議会も,計画の進展 ととも

に,その存在意義を深め,対策協議会を通 じての

住民の意見は尊重されていくこととなった｡開発

区域も,1968年に,最終的に98%の地権者の同意

のもと決定されている｡

1972年には,市 ･公団 ･地権者からなる建設研

究会も発足 した｡建設研究会の発足にともない,

地権者は地元でも,若い人達を中心とした研究会

を発足させた｡この研究会は第 2世代に当たる若

手の地権者が中心となっており,開発事業につい

て初歩から学ぶべ く,勉強会のような形式で始

まった｡公団の職員が講師の役割を果たした｡後

にこの研究会も建設研究会に統合されるが,地元

での研究会の成果を発揮して,地権者の意見が建

設研究会の中で検討されている｡建設研究会で

は,換地方法,農業に代わる地権者の職業の検討

や換地後の土地運営方法を初めとする生活対策な

どが,部会に分かれて検討された｡結果として換

地は,原則としてもともと地権者が土地を所有し

ていた場所に,減歩され,改めて土地を所有する

こととなる現地換地が実施された｡ しか し港北

ニュータウン開発では,計画区域内に鉄道が開通

され,幹線道路も開発地域の近 くを通っており,

タウンセンターを初めとする拠点となる場所も計

画されていたため,現地換地では地権者間で不平

等が生じてくる｡そこで,開発完了後,運用可能

な資産価値の高い特別用地を設定 し,減歩率は高

いが,地権者の意向を反映できる申出換地が適用

された｡地権者は将来設計を立てた上で,タウン

センター用地,駅前センター用地,地区センター

用地,アパー ト･マンション用地,農地,倉庫 ･

工場用地の6種の特別用地の中から,自身の将来

設計に沿 うように換地を希望した｡この申出換地

は地権者の意見から出されたもので,港北ニュ

タウンの特徴の一つといえる｡これは法的拘束力

がなく,区画整理を実施する公団の協力と,地権

者の助け合いを不可欠のものとした｡とくにタウ

ンセンター地区では,申し出者が多いため,一人

当たりの土地が大変狭 く,一つの区画が細長い短

冊のような形で換地が成された｡この細分化され

た用地を運営していくために,地権者間での意思

疎通は最重要課題であった｡特別用地の運営方針

は仮換地供覧時に区画単位で決定されており,細

分化された土地を共同で運営していくことが前提

となっていた｡ しかし地権者間での思惑の違いか

ら,一時期はこの共同運営の推進は困難を極めた

が,1993年には共同運営の確認も含めて街づくり

協定が締結され,合意事項が確認されている｡

港北ニュータウンの特徴としては,｢住民参加

のまちづくり｣とともに,業務核都市形成に寄与

する多機能複合都市機能を備えた都市建設が目指

されたことがあげられる｡これは住宅地開発を主

眼においた当初の計画から,業務機能を備えた都

市計画-の軌道修正ととらえられる｡この背景に

は1983年に分譲を開始した集合住宅の購入率が大

変低かったとい う状況がある｡購入率は平均

33%,入居率はさらに低く20%であった｡当時は

マンション不況期で,分譲が開始された荏田地区

では同時に4団地1190戸が売 り出されたことも,

購入率の低さの要因ではある｡ しかし,これから

の開発には,魅力ある都市づくりが必要であると

感 じた公団は,方針を変更し,業務施設を備えた
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多機能複合都市の形成を目指すようになる｡研究

所 ･本社を中心に企業が誘致され,1993年 6月現

在22社 1学園が実際に始動 している｡

公団はまた,港北町づ くり女性委員会を1985年

2月に観織 している｡この委員会は生活科学研究

所所長を委員長に迎え,ジャーナリス ト･研究者

等といった多様な分野から女性を中心に計20人の

委員で構成 された｡｢女性たちにとって住み よい

町とは｣というテーマで,港北ニュータウンのま

ちづ くりに向けた提案をまとめるために 6回の討

論がされた｡この結果,

①楽 しいコミュニティづ くり

②女性の就業のある町

③活気あるセンターづ くり

④情報を使いこなす町

⑤世界に開かれた町

という提案がなされた｡委員会の結成自体は画期

的なことであり,その提案は重要な指摘をしてい

るにもかかわらず,都市計画の概要が出来上がっ

ている段階での指摘であ り,公団側が積極的に取

り入れることの出来る,-- ド面の建設に関する

直接的な提言がなかったということで,報告書が

提出された後,解散 してしまった｡

以上,港北ニュータウン開発は,大幅に開発が

遅れ,そのためのコス トの上昇,関係者の増加に

よる開発の複雑化といった問題がみられたが,一

方では,他のニュータウン開発がなしえなかった

住民参加が進められた開発でもあった｡地権者自

身,自分たちが造 り上げた街であるという自負を

強 く持っている｡しかし参加する住民はあくまで

男性が中心であり,伝統的な農村型の家制度を踏

襲する形で,開発-の参加は男性に委ねられてい

た｡

4.港北ニュータウン居住者の特性

次に,この地域に入居 してきた新 しい住民に注

目した｡まず住宅 ･都市整備公団が,公団住宅-

の入居者に対 して実施 している入居者調査報告書

から,分譲住宅に入居 した新住民の属性の概要を

把握 した (第 2図 ･①～⑥)｡分析を行 った 6つ

の団地は年齢層,職業などそれぞれ特徴を有 して

いるが,全体としては,入居年代が30代から40代

前半,家族は小学生以下の子供を末子とした 4人

お茶の水地理 第35号 1994年

家族,主な働き手の職業は専門職,管理職という

家族像が浮かび上がる｡共働き世帯は 4分の 1ほ

どと少ない｡この結果から,ニュータウンに入居

した住民は,年齢層やライフ ･サイクルの点で,

偏 りがみられることが明らかとなった｡

さらに1983年,港北ニュータウンで最初に分譲

が開始された荏田地区の4団地 (第 2図 ･①②⑦

⑧)の一つである神奈川県公社かしの木台-イツ

(第 2図 ･⑧)を対象に,アンケー トを実施 した｡

このアンケー トの目的は,住民属性をより詳細に

検討すること,主婦の行動空間の把握,ニュータ

ウンという計画空間に住居を構えている主婦に

とっての居住空間の場所としての意味を検討 して

いくことにあった｡266戸の主婦に対 して自治会

を通 じて全戸数に配布 し,113通42.6%の回答を

得た｡年齢階層は40才代前半が27.4%,子供は小

学生が中心で,未就学児はあまり多 くない｡女性

は専業主婦が50.4%と半数以上を占め,男性の職

業は管理職が46.9%である｡以上から所得階層は

高いことが推測される｡少数ではあるが,幼児を

抱えてフルタイム労働をこなしている女性達もい

る｡居住地の近隣に保育所はなく,職場の近隣の

保育所を利用している｡福祉的には,公共サービ

スの遅れた地域であることが うかがえた｡居住環

境に対する満足度を見ると､施設面では,購買施

設や公共施設の不足など,あまり満足 していない｡

一方自然環境に対しては,満足 しているという答

えを示す人が多いO近 くに公園 ･録道があ り,そ

うした自然環鼻は住民にとって意味のある場所と

なっている｡

計画空間を住民が生活する場所として認識 し,

愛着を深めていく過程では,住民にとって意味の

ある場所の有無,および人的ネットワークの拡大

が,重要な要因となっていることが本アンケー ト

から明らかになった｡

5.港北ニュータウンの地域活動

(1) 新住民の動向としての地域活動

港北ニュータウンは入居開始から10年を数え,

新たな住民として入居 してきた人々は,地域に板

づ く活動主体-と成長 している｡計画空間では,

所得階層の似通った人々が入居 してきてお り,彼

等によって,新たな人間関係が形成される｡そし
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て人的ネットワークを拡大していくための一つの

柱が地域活動といえる｡

そこで,この計画空間に新たに入居 してきた住

民の活動を探究していくために,この地域で行わ

れている地域活動を迫っていくこととした｡新住

民の要望 ･期待 ･関心は,この地域に多 くの地域

活動を展開させ,発展させている｡ 実際に地域活

動に参加 している人は一部の人々にすぎないが,

地域活動は,その地域に居住する人々の意識の一

面を表すものとしてとらえることができるだろう｡

そこで地域住民を中心とする構成員からな り,地

域環鼠 地域社会に影響を与える活動を,池域活

動とした｡そして,地域活動は多 くの場合,人的

まちの教室 1986
約30名 (全員女性)

フラミンゴ (地域連絡会)1987
約10名 (全員女性)

内発的 く

ネットワークの拡大を目指している活動でもあるO

(2) 荏田地区の地域活動

荏田地域は1983年,公団施行区域のなかで最も

はやい時期に集合住宅の分譲が開始された地域で

ある｡ 公団みず きが丘団地 ,公団けやきが丘団

也,県公社かしの木台-イツ,市公社 しいの木台

-イツの計4団地 (第 2図 ･①②⑦⑧)の分譲が

同時に開始された｡そして現在までに,荏田地域

においてほ地域ネットワークとして,7つの地域

活動と自治会が形成されている｡

そこで地域活動を交流重視型と目的達成型とい

う活動目的の重点,活動が内発的に生 じたか外発

的に生 じたかという活動の開始状況という2軸か

交流重視

イベント倶楽部 1991
50名 (女竹.半数強)

事務局 14(6才;)

口約会 ･管理削合

26名 (女刊=_22名)
8名 (1名)

住みよい町づ くり市民の会1992
(全員女性)

けやきが丘森林愛護会 1984
79世帯

鴨池公園愛護会 1991
約90世帯

目的達成

丘の町 1992
103名 (男性若干名)

第 3図 地域活動の分類
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ら7つの活動を4つの類型に分類 し,第 3図に示

した｡同図には設立年次と構成の概要も示されて

いる｡この分頬をもとに,荏田地区の地域活動を

考察 した｡

(3) 地域活動の展開と活動主体

活動目的の重点と活動の開始状況の2軸から分

類した第 3図をもとに,この地域の活動の特色を

イベント型

○

お茶の水地理 第35号 1994年

生かす形で分類したのが第 4図である｡この地域

ではイベント,地域改善,環境保護を活動内容と

した地域ネットワークが形成されてきている｡

イベントを通 じて形成 された地域活動 として

は,｢まちの教室｣と ｢港北ニュータウンイベント

倶楽部｣が位置づけられる｡いずれも交流重視型

である｡内発的に活動の開始 された ｢まちの教

線の会 キ -I-------公団

外発的 ･交流重視型 > 活動の進展

管理組合 ←→横浜市

環境保護塑

(:二 二 ) 内発的 ･交流重視型 - 活動母体 ･開始要因

⊂ = ⊃ 外発的 ･目的達成型 - > 人的関係

⊂ = ⊃ 内発的 ･目的達成型 一･一一- 支援 ･働きかけ

第4図 荏田地域 ･地域活動のネットワーク
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室｣を基盤に,｢港北ニュータウンイベン ト倶楽

部｣が市の呼びかけに応 じて活動スケールを荏田

地区からニュータウンスケール-と拡大させて,

活動を開始している｡

｢まちの教室｣は,1986年から活動が開始され

た｡校区の小学校の体育館で劇団 ｢風の子｣の舞

台を主催して以来,秋には演劇会,春には地域に

居住するプロの音楽家による音楽会を開催 してい

る｡また,語 りの会という民話のお話会や,地域

を歩いて発見する喜びを子供に伝えようとジグザ

グ散歩も催 されている｡小学生程度の子供を持

つ,約30人の主婦が中心になって活動が展開され

ている｡

｢港北ニュータウンイベン ト倶楽部｣ は1991

午,横浜市の呼びかけに応えて活動を開始した｡

メンバーは約50名で,男女が約半々である｡活発

に活動している女性たちはすでに子供が手から離

れている世代で,男性は40歳代から50歳代が中心

であった｡クラシック ･軽音楽 ･演劇 ･その他に

分かれて,それぞれ自分たちが関心のある内容に

参加している｡港北ニュータウン祭 り-の参加,

ニュ-タウン内の各地区の夏祭 り-の参加,ジャ

ズやロックのコンサー ト,ダンスパーティーなど

が企画されている｡1993年度は,横浜市の ｢横浜

地域まちづ くり推進事業｣の団体の一つに選ばれ

ており,｢横浜地域まちづ くり推進事業｣の参加

団体に加わるに当たって,地権者と新住民との交

流を活動のテーマとしている｡

地域改善型活動 としては ｢丘の街｣｢港 北

ニュータウン住み良い街づ くり市民の会｣が位置

づけられる｡

｢丘の街｣は ｢神奈川生活クラブ生協｣が母体

となった政治団体,｢神奈川ネ ットワーク運動｣

の港北ニュータウン支部である｡1994年の港北

ニュータウン区分区決定 (都築区)を受けて,

1992年に発足 した｡1993年 8月現在,会員は103

名で,男性は若干名である｡｢丘の街｣では,具体

的に地区センター ･図書館 ･こども (幼稚園 ･保

育園 ･学童保育) ･環境測定 ･たすけあいづ くり

の5点の課題について積極的に取 り阻んでいる｡

そして1992年に,地域を真に住みよいものとし

ていこうという主旨の下に内発的に開始されたの

が ｢住み良い街づくり市民の会｣である｡｢丘の

街｣のメンバーが提言者であり,メンバーが多 く

参加しているが,｢丘の町｣の持つ政治的色彩を

払拭した別団体として発足した｡具体的活動とし

て,まず初めに着手 しようとしているのが ｢グ

ループ助け合い｣の介護活動であるOこれらの地

域改善型活動の活動スケールは,いずれも港北

ニュータウンとなっているOまた,活動主体は女

性が中心である｡

環境保護活動 としては ｢けやきが丘森林愛護

会｣｢鴨池公園森林愛護会｣が位置づけられる｡緑

地の清掃活動,生態系の観察,自然に親しむイベ

ントなどを家族 ぐるみで展開している｡

｢けやきが丘森林愛護会｣は,けやきが丘団地

の住民の共有財産である1.2haの森林を管理保護

していくために1984年に活動を開始した｡1993年

11月現在,けやきが丘団地の住民79世帯が参加し

ている｡けやきが丘団地には自治会がなく,事実

上,この愛護会が自治会の役割も果たしている｡

｢けやきが丘森林愛護会｣のメンバーが中心と

なって,自分たちが共有する森林だけでなく,よ

り広い線地に目を向けようと,｢鴨池公園森林愛

護会｣が1991年に結成された｡構成員は約90世帯

である｡世帯単位で参加しているため,男女とも

メンバーとなっているが,実際の清掃等の活動に

は,小学生以下程度の子供とその母親の参加者が

目立った｡

地域を包括する活動として自治会 ･管理取合と

PTAが挙げられる｡自治会 とPTAを合わせて,

この地域では地域連絡会が形成されている｡そし

てその広報誌が 『フラミンゴ』である｡『フラミン

ゴ』には約10名の女性が編集に携わっている｡自

治会での決定事項を報ずるほか,地域を発見しよ

うという立場で,地域住民や企業に焦点を当て,

また地域で生 じた事柄を,自分たちの意見も交え

ながら記事として掲載している｡

地域活動を通 じて,行政や企業による地域-の

働きかけがみられることも,この地域の特徴とい

えよう｡地域活動を利用したイメージアップ戦略

ではあるが,行政や企業が住民と意思疎通して働

きかけを進めていることは注 目すべき点である｡

横浜市都市デザイン室は,｢横浜地域まちづ く

り推進事業｣を進めている｡市の主催によるこう

した事業は,地域でのネットワークのきっかけづ

くり,それを発展させる基盤を形成させるまでの

手助けとなっていた｡

- 30-



企業は,港北ニュータウン祭 りのようなイベン

トの際の協賛,活動-の物品提供,会場の開放と

いった形で協力している｡企業の中には,ゲー ト

ボール大会を開いた り,ミニコミ誌を作った りし

ているところもあった｡また,港北ニュータウン

商業振興会が中心になって,ごみの一掃運動など

も展開している｡

地域活動の調査を進めていくと,主婦である活

動メンバーにとって,地域活動が重要な位置を占

めていることが明らかとなってきた｡そこで,具

体的に活動メンバーに地域活動と家庭と自分自身

について語ってもらった｡専業主婦である女性に

お茶の水地理 第35号 1994年

とっては,妻として,母としての位置づけはなさ

れても,主体的存在としての自分自身が認められ

ている場がないのである｡そして地域活動に参加

し,地域活動のなかで自分の存在が認められ,果

たすべき役割を見出だして以来,生活の中で,也

域活動が重要なものとなっていく｡その状況は,

パー トタイム労働をしている女性にとってもあま

り大きな差はない｡家族の協力としては,夫は,

家事等の協力はしないが,何も言わない,というタ

イプと,夫が家にいる間は活動できないという2

通 りに大きく分かれた｡夫が地域で何等かの活動

に参加しているほど,女性への理解はあるようだ｡

第 1表 生活時間の具体的事例

a.休日 (日曜日)の生活時間 [調査 日 11月14日]

被調査者 A B C D E F

生理的生活時間 6時間 0分 8時間21分 7時間30分 11時間55分 10時間0分 7時間40分

収入労働時間 0分 0分 0分 0分 0分 0分

家事的労働時間 4時間45分 3時間17分 5時間10分 8時間35分 5時間50分 0分

社会的 ･文化的時間 3時間35分 6時間42分 3時間40分 1時間30分 2時間40分 5時間40分

地域活動 9時間40分 5時間40分 7時間40分 2時間0分 5時間30分 10時間40分

注)11月14日にはかしの木台-イツで自治会主催の ｢落ち葉の集い｣が開催された

b.週日 (月～金)の生活時間 [調査 日 11月15日から19日より一日､調査者が選択]

被調査者 (目付) A(ll/17) B(ll/19) C(ll/15) D(ll/18) E(ll/17) F(ll/17)

生理的生活時間 6時間35分 9時間30分 10時間20分 9時間5分 9時間 5分 7時間15分

収入労働時間 4時間5分 0分 0分 4時間30分 0分 11時間15分

家事的労働時間 4時間20分 4時間15分 7時間25分 7時間55分 9時間5分 0分

社会的 ･文化的時間 3時間20分 4時間35分 6時間15分 2時間30分 5時間 0分 10分

地域活動 5時間40分 5時間40分 0分 0分 0分 5時間20分

A.(女)

B.(女)

C.(女)

D.(女)

E.(女)

F.(男)

地域活動代表者+パー ト労働者
地域活動代表者

地域活動

パー ト労働者
専業主婦

地域活動



電

第 5図 Aさん (11月14日)の生活空間

平面図は､港北ニュータウン公団施行地区､垂直軸Hは時間 (24時間)を示 し､

地図上の①～⑤がAさんが移動 した場所を示すo ①のみ時間を付 してある｡
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時間 (Ⅱ)
24:00

21:00

18:00

15:00

12:00

① ② ③ ④

0

0

0

0

4

1

2

2

a

b

c

d

e

18:00

生活時間

15:00 a.生理的生活時間

b.収入労働時間

C.家事的労働時間

12:00 d･社会的 ･文化的労働時間

e.地域活動

9:00

場所 (第 5図参照)

①自宅 (けやきが丘団地)

6:00 ②都築地区センター

③仲町台駅

3:00 ④中川地区センター
⑤近隣センター

(ショッピングセンター)
0:00

場所

第 6図 Aさん (11月14日)の生活時間 ･生活空間

そして,子供はある程度大きくなると,母親の活

動に協力している｡

活動の構成員たちは,地域活動を媒介に計画空

間を場所として認識 し,地域-の愛着を深めてい

た｡代表者の女性にとって,地域活動は生活の基

盤そのものであり,女性メンバーには自己実現の

場であるO参加する男性は積極的な人が多 く,也

域活動が,居住地域に板づいた,生きがいのもて

る活動となっている｡

(4)地域住民の生活空間と生活時間

本節の最後に,女性 5人,男性 1人,計 6人に

ついて行った生活空間 ･生活時間調査の結果を示

す｡生活時間 (第 1表 a, b) は伊藤 セツら

(1984)に基づき,生理的生活時間,収入労働時

間,家事的労働時間,社会的 ･文化的生活時間に

分類 した｡さらに社会的 ･文化的生活時間から地

域活動の時間をその他の社会的 ･文化的生活時間

と区別 して,地域活動の時間と位置づけたので,

5類型となる｡また港北ニュータウン地図上に,

縦軸に時間を取って,フォーマットのdailypath

を措き生活空間を示 し (第 5,7図),また生活時

間の内訳の詳細は別に示した (第 6,8図)｡本調

査から,専業主婦,パー トタイム労働をしている

主婦の生活空間がほぼ居住空間に収欽されている

ことが改めて明らかとなった｡

Aさんの場合 (第 5･6図),43歳で中学 3年

生と中学 1年生の子供を持ち,すでに子供が手を

離れている｡地域活動の代表者であり,パー トで

はあるが専門職に就いている｡彼女の生活空間を

見ると地域活動が生活空間 ･生活時間のいずれに

おいても重視されていることが分かる｡彼女に

とって,地域活動は生活の基盤そのものとなって

-33-



H H H

辛 冗 辛HH -24:00

①自宅 (かしの木台-イツ)

②幼稚園

③江田駅

④妙蓮寺スーパー

-18:00 ⑤ ピアノ教師宅 (あざみ野)
⑥外食

徒歩 ⑦ ソルフェージュ教師宅

⑦ 6 :ijy 124:0.g 6:00 車② 0:00① 時間 (H) H iLJ｣ーLJ

500m

第 7図 Eさん (11月17日)の生活空間

平面図は港北ニュータウン公団施行地区､垂直軸Hは時間 (24時間)を示 し､

地図上の①～⑦はEさんが移動した場所を示すo ①のみ時間を付してある｡

-34-



いる｡また,家事的労働時間も重視されている｡

そのため,彼女は生理的生活時間とくに睡眠時間

を削ることで地域活動の時間を捻出していた｡

Eさんは42歳で,小学校 5年生と幼稚園の子供

がいる｡専業主婦である彼女の事例 (第 7 ･8

図)からは,子供の生活に沿った生活空間が示さ

れ,ライフサイクルにより生活空間が規定されて

いることが明らかになった｡幼稚園の子供を抱え

るEさんにとって,子供の幼稚園までの送迎,普

いごとの送迎が彼女の生活を大きく制約している｡

一方,車の利用で生活空間に広が りが出ているこ

とも明らかとなった｡

6. 住民主体の地域形成

港北ニュータウンでは,問題を内在しながらも

開発過程に沿って,地権者 ･新住民ともに,主体

的に地域形成を図っていた｡

一般にニュータウン開発では,全面買収で開発

が進められることも影響して,もともと開発地域

時間 (H)

お茶の水地理 第35号 1994年

に居住していた人達に対する配慮はほとんどなさ

れていないのが現状である｡しかし港北ニュータ

ウンでは,生活対策や換地方法など,地権者に

とって生活の本質に関わる問題が,地権者,横浜

市,住宅 ･都市整備公団それぞれの立場のもと

で,ともに,幾度も検討されてお り,それが開発

に生かされていたOそうした姿勢が開発の長期化

-と結びつき,多 くの問題を併発 させてはいる

が,住民を重視した特徴ある開発といえる｡

新住民に対しては地域活動から考察していった｡

地域活動の参加者は一部であることから,主体と

なる新住民の研究を進める上での限界はあるが,

地域活動が地域環境 ･地域社会に影響を与える住

民を中心とした活動であり,活動内容を住民の意

思の反映ととらえることができることから,注目

すべき点は多かった｡旧住民である地権者と新住

民との交流も,地域活動の重要なテーマとして意

識されるようになってきているし,あまり居住地

域に関わ りを持たない男性が参加する事例も見ら

れた｡

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
場所

第8図 Eさん (11月17日)の生活時間 ･生活空間
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腰
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皿
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a
b
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d

e

生活時間

a.生理的生活時間

b.収入労働時間

C.家事的労働時間

d.社会的 ･文化的労働時間

e.地域活動

場所 (第 7図参照)

①自宅 (かしの木台-イツ)

(診幼稚園

③江田駅

④妙蓮寺スーパ-

⑤ ピアノ教師宅 (あざみ野)

⑥外食

⑦ ソルフェージュ教師宅



計画区域の開発が進展 し,新住民は数の上では

増加するが,物理的な整備に関しては,あくまで

も地権者が中心であ り,新住民の意見の反映され

る場はない｡また新住民の問にも,入居の年代に

よって,居住空間に対する場所の認識は異なって

くる｡そのため,居住空間の計画の中では,住民

間の意思の疎通がどの程度まで深まるかが地域形

成の課題 となって くるのである｡港北ニュータウ

ンにおいても,住民の間の差異は厳然としている｡

一方で,｢港北ニュータウンイベン ト倶楽部｣の

ように新住民と地権者との交流を図っていこうす

る意識が芽生えてきている｡住民間の差異をなく

すというよりも,それぞれの立場から意見を反映

させあうことのできる協調的な社会関係の構築が

目指されてきてお り,その実践が課題 となる｡

また港北ニュータウンでは,行政の働きかけに

も注 目する必要がある｡計画空間であるがゆえ

に,行政が働きかけやすい｡地域活動開始の契機

としての呼びかけや,資金援助,市主催のイベン

トへの地域活動の参加の場の提供 といった形での

働きかけであるが,新住民を取 り込んでの,行政

のまちづ くりのイメージアップ戦略ともみられた｡

新住民の動向を地域活動からまとめると,地域

活動の参加者にとって,地域活動は計画空間を生

活する場所として認識 し,場所-のアイデンティ

ティーを深める重要な要素となっていたO研究地

域において,地域活動-の男性の参加する事例は

見られたものの,地域活動を支えているのは女

性,とくに専業主婦 ･パー トタイム就労の主婦で

あった｡そして代表者である女性にとっては地域

活動は生活の基盤そのものであ り,構成メンバー

の女性にとっては自己実現の場となっている｡生

活空間にも人的なネ ットワークにも規定される傾

向の強い女性にとって,地域活動は自己啓発の場

であ り,その視点は生活に根差 したものとなって

いた｡研究地域の特徴の一つでもある,地域活動

に参加する男性は,地域活動によって,生活空間

の拠点 となる居住地域 に対す るアイデ ンテ ィ

ティーを深めていた｡

地域活動に対する評価は高 くはないが,地域活

動は日本の経済構造のなかに阻み込まれていない

主体の積極的な活動でもあ り,主体の潜在的な力

を発揮する場でもある｡その視点は生活に根づい

たものであるがゆえに地域の特質を とらえてお

り,地域形成を図る過程での問題点をも内在 して

いる｡そのために,これからの動向に注 目してい

くと同時に,地域活動に対する評価のあ り方につ

いても,改めて考慮 してい く必要がある｡

港北ニュータウンにおいては,現在なお開発が

進行中である｡そしてその中で,新住民の間でも

入居時期が分散 してお り,住民は多様な生活を提

示 してきている｡入居時期を追った形での住民の

変容,旧住民である地権者 と新住民との交流,新

住民の開発計画-の参加,女性の抱える問題-の

対策など,多 くの課題が山積されているが,主体

的な地域形成を図っていくことで場所-のアイデ

ンティティが深まり,計画空間が住民にとって生

活する場所となってい くのである｡

注

1) フェミニズム地理学の動向に関する記述に際して

は ,Jonston,R.JHD.Gregory,and D.Smith

(eds),(1994)を参考にした｡

2) 1965年当時,横浜市政は ｢港湾都市｣･｢工業都市｣

･｢住宅都市十｢国際文化管理都市｣という4つの側

面を備えた地域形成を図り,その戦略的基幹として

登場したのが六大事業であった｡具体的には,都心

部強化 ･金沢埋め立て ･高速鉄道建設 ･首都高速道

路建設 ･港北ニュータウン建設 ･ベイブリッジ建設

の6事業である｡
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